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総人「理系」･教育「理系」･経済「理系」･理･医･薬･工･農 ９時30分 ～ 11時00分
総人「文系」･文･教育「文系」･法･経済「一般･論文」 ９時30分 ～ 11時30分
数 学
総人「文系」･文･教育「文系」･法･経済「一般」 13時30分 ～ 15時30分
総人「理系」･教育「理系」･経済「理系」･理･医･薬･工･農 13時30分 ～ 16時00分





医「医学科（独･仏･中）･人間健康科学科」･薬･工･農 ９時30分 ～ 11時30分
総人（英語）･医「医学科（英語）」 ９時30分 ～ 11時50分
地 理 歴 史 総人「文系」･文･教育「文系」･法･経済「一般」 13時30分 ～ 15時00分
理 科
教育「理系」 13時30分 ～ 15時00分
総人「理系」･理･医･薬･工･農 13時30分 ～ 16時30分
論 文 経済「論文（論文Ⅱ）」 13時30分 ～ 15時30分
２月27日






























































































































































































































































































































































































二つのユニークなプロジェクト（Time Bomb とCells 
in cells）で挑んだ。



























































氏 か ら“Leveraging 
lean and localization 










































































































































































































学知識ビジネス工学科（University of Vienna, De-





















































































of East Asian Research Universities（AEARU）”の
BOD（理事会）およびAGM（年次総会）が，平成21年






















AEARU（東アジア研究型大学協会）「１５th Annual General Meeting」および























Firdaus 助教による「Sectional Distribution of Zr, 
Hf, Nb, Ta, Mo and W in the Southern and South 
Pacific Ocean」，栗原達夫准教授による「南極にお
ける微生物の生存戦略」と題した発表があり，いず
れのセッションも活発な質疑応答が行われた。
最後に時任宣博所長から閉会の挨拶があり，「新
化学研究所「第１０９回研究発表会」を開催
BOD（理事会）の様子 AGM（年次総会）の様子
時任所長（中央）と受賞者４名
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平成21年12月11日（金）から13日（日）にかけて，時
計台記念館百周年記念ホールにおいて，「第13回京
都大学国際シンポジウム：学術研究における映像実
践の最前線」を開催した。同シンポジウムは，本学
が誇る独創的な学術研究を世界に語りかけ，国際的
に開かれた大学としての活動を積極的に展開してい
くために，平成12年度以降毎年世界各地で開催して
いる。今回のシンポジウムは，京都大学教育研究振
興財団の後援を得て開催し，３日間で延べ約420人の
参加があった。内外の研究者や学生のみならず学界
外からも多数の方々が集まり，大きな盛り上がりを
見せた。
シンポジウム１日目は，松本　紘総長の挨拶で開
幕。映像上映による挨拶であったが，奇しくも本シ
ンポジウムのテーマに沿ったかたちとなった。続い
て，本シンポジウム実行委員長の田中耕司地域研究
統合情報センター教授から趣旨説明の後，土佐尚子
学術情報メディアセンタ
ー特定教授によるオープ
ニング上映が行われた。
その後，セッションⅠ
「海洋生物がみせる海」，
セッションⅡ「脳科学と
映像」，セッションⅢ「宇
宙物理学と映像」が行われた。
同日夕，国際交流ホールでのレセプションは，吉
川　潔理事・副学長の挨拶，西村周三理事・副学長
の乾杯でスタート。今回のシンポジウムでの発表者
の専門分野は幅が広く，普段お互いに顔を合わすこ
とのない研究者同士の親交の場となった。
２日目は，セッションⅣ「映像がとらえる野生動
物」，セッションⅤ「映像メディアとエスノグラフィ
ー」，セッションⅥ「映像メディアとアクティヴィズ
ム」が行われた。
３日目は，セッションⅦ「ヴィジュアル・イメージ
と社会－親密圏と公共圏の再編成に向けて－」，セッ
ションⅧ「ヴィジュアル・イメージと物語」，セッシ
ョンⅨ「カルチュラル・コンピューティング－文化・
無意識・ソフトウェアの創造力」が行われた後，ま
とめとして田中教授の総合司会でセッション担当者
や若手研究者を交えた総合討論が行われた。活発な
意見交換が展開され，熱気溢れるうちに幕を閉じた。
学術研究における映像にかかわる実践に注目した
このような分野横断的な学際シンポジウムは，世界
的にも類をみないもので，今後，映像を通じた新た
な学術領域の開拓の第一歩となることが期待される。
（国際部）
第１３回京都大学国際シンポジウムを開催
しいホールで講演者は気持ちよく発表できたと思う。
来年もより多くの参加者が集い，活性化することを
願う」と今後の研究を激励する言葉で結んだ。
本研究発表会は，一般，専門機関，所内から120
名を超える参加者を得て，非常に分かり易く興味深
い研究成果が発表される活気ある会となった。終了
後は，教職員・大学院生等250名の参加を得て，研
究発表会懇親会がおうばくプラザハイブリッドス
ペースにて盛大に行われた。
（化学研究所）
v v
セッションⅣの様子
映像による松本総長の挨拶
ポスター発表会場風景
田中実行委員長による趣旨説明
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平成21年12月15日（火）午後３時30分から，百周年時
計台記念館国際交流ホールにおいて，松本　紘総長，
大西有三理事・副学長，西村周三理事・副学長，大西
珠枝理事・副学長，大野照文総合博物館長，森　純一
国際交流推進機構長，山本行男高等教育研究開発推
進機構長をはじめ55名の教職員等の出席を得て京都
大学オープンコースウェア総長懇談会を開催した。
同懇談会では，松本総長の挨拶の後，西村理事・
副学長による「OCWをどう推進すべきか」，土佐尚
子学術情報メディアセンター特定教授による「OCW
の現場」並びに美濃導彦学術情報メディアセンター
長による「OCWの組織化」の講演が行われた。続い
て，美濃学術情報メディアセンター長の司会により
「総長との討論」と題して，学内での関連組織との住
み分けと連携，戦略，期待することについて，活発
な意見交換が行われた。
懇談会終了後には懇親会が開催され，松本総長，
コンテンツ提供教員らを交え，オープンコースウェ
アの意義について意見交換が行われた。
なお，OCW総長懇談会の内容については，京都
大学オープンコースウェアのトップページ（http://
ocw.kyoto-u.ac.jp）で公開している。
OCWは，本学で行われている講義の教材をウェ
ブで公開し，人類の知的財産の蓄積に貢献するとと
もに，本学のビジビリティを高め，世界中から優秀
な教員，学生を集めることを目的としたものである。
現在199の講義ノートと477の映像コンテンツに加え
湯川秀樹先生，西田幾多郎先生の紹介OCWがアッ
プされている。今後は英語による授業講義映像を含
め，より一層広い世界へ本学の知の財産を発信提供
していく予定である。
第３回京都大学オープンコースウェア総長懇談会を開催
（教育推進部）
平成21年12月21日（月），Zaini Ujang マレーシア工
科大学（以下UTM）副学長一行（計４名）が本学を訪
問された。吉川　潔理事・副学長のほか，森　純一
国際交流推進機構長，塚本政雄国際部長，八尾　健
エネルギー科学研究科長，小林愼太郎地球環境学堂
長およびUTMと本学の部局間学術交流協定のコー
ディネーターである松岡　譲工学研究科教授らが一
行を出迎え，本学とUTMの交流について意見交換
がなされた。 
懇談では，まず松岡教授からUTMと本学との交
流実績および部局間学術交流協定に至った経緯につ
いて説明があった。その後，双方が用意した資料を
マレーシア工科大学副学長が本学を訪問
活発な意見交換がされた懇談会の様子
意見を述べる松本総長
v v
3082
京大広報 2010.1　No. 652
元に，本学側からは大学紹介と白眉プロジェクトお
よびG30を中心とした国際交流の取り組み状況につ
いての紹介が，UTM側からも研究者養成プログラ
ムおよび国際交流の状況についての紹介がなされた。
懇談は終始和やかな雰囲気で行われ，両校はこれま
での関係を維持，発展させていくことで合意した。
その後，Zaini 副学長
一行は，エネルギー科
学研究科の塩路昌宏教
授および坂　志朗教授
を訪ね，最新の研究事
情や同研究科とUTM
との関わりについて話
し合われた。また，午
後からは，同日開催さ
れていた藤井滋穂地球
環境学堂教授主催のセ
ミナーで Zaini 副学長
自らがUTMを紹介するプレゼンテーションをされ
るなど，精力的にスケジュールをこなされた。
（大学院工学研究科）
懇談の様子 Zaini 副学長に説明する塩路教授
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名誉教授が逝去されました。ここに謹んで
哀悼の意を表します。以下に各名誉教授の略歴，業績等を紹介します。
訃報
小田　順一　名誉教授
小田順一先生は，平成21年
10月21日逝去された。享年74。
先生は，昭和34年３月京都
大学農学部を卒業され，同40
年４月より京都大学化学研究
所助手として勤務され，同48
年11月同助教授，同59年１月同教授に昇任され，平
成４年４月から同６年３月まで京都大学化学研究所
長を務められた。平成10年３月停年により退官され，
京都大学名誉教授の称号を受けられた。退官後，平
成17年３月まで福井県立大学生物資源学部教授を務
められ，その間，同大学大学院生物資源学研究科長，
同大学生物資源学部長を歴任され，福井県立大学名
誉教授の称号を受けられた。その後，平成20年３月
まで同大学客員教授を務められた。
先生は，永年にわたって有機化学と化学生物学の
研究と教育に邁進され，有機化学と生命科学の新た
な融合を図り，分子生物学と構造生物学の手法を駆
使して，未知なる生命現象の解明とその研究成果の
応用において顕著な業績を挙げられた。同時に多く
の優れた人材を輩出された。その業績は，生体触媒
を用いた有用物質の高効率合成や，酵素反応に伴う
分子の動きを可視化する時分割Ｘ線結晶解析法の研
究等に及び，環境調和型化学反応の開発や化学生物
学をはじめとする最先端分野の先駆けとして，それ
らの創生に尽くし今日の隆盛に大きく貢献された。
さらに，日本農芸化学会，日本化学会，有機合成
化学協会および近畿化学協会など諸学協会の運営と
発展に多大な貢献をされた。特に生体触媒研究にお
ける実績が農芸化学発展の優れた功績と認められ，
平成８年４月に日本農芸化学会功績賞を受けられた。
（化学研究所）
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日髙　敏隆　名誉教授
日髙敏隆先生は，平成21年
11月14日逝去された。享年79。
先生は，昭和27年 3 月に東
京大学理学部を卒業，同32年
同大学理学研究科博士課程を
修了，同34年より東京農工大
学講師に就任，助教授，教授
を経て，同50年 8 月京都大学教授に就任し，理学部
動物学教室において動物行動学を担当された。平成
元年から同 3年まで理学部長・理学研究科長の任に
つかれた。平成 5年 3月に停年退官され，京都大学
名誉教授の称号を受けられた。また，平成 7年から
同13年まで滋賀県立大学学長，同13年から同19年ま
で総合地球環境学研究所所長，同13年から京都市青
少年科学センター所長を務められた。平成12年に南
方熊楠賞，京都新聞大賞文化学術賞を受賞，同20年
には瑞宝重光章を受章された。
先生は，さまざまな動物の行動のしくみを探る研
究を日本に導入し，昭和57年には日本動物行動学会
を設立し，長く会長を務められた。チョウやガの配
偶行動に関する研究は，世界的に高く評価されてい
る。先生は，自らの研究のみならず，一般への知識
普及や研究者育成に力を注がれ，『ソロモンの指環』
『利己的な遺伝子』『鼻行類』などの訳書，『チョウは
なぜ飛ぶか』『春の数えかた』などの著書は広く読ま
れている。
（大学院理学研究科）
四手井　綱英　名誉教授
四手井綱英先生は，平成21
年11月26日逝去された。享年
97。
先生は，昭和12年京都帝国
大学農学部林学科を卒業，秋
田営林局，山林局本省，林業
試験場を経て，同29年京都大
学農学部教授に就任，第三（造林学）講座を担任され
た。その後，造林学を生態学的な視点から発展させ
るべく，講座名を森林生態学に変更された。昭和50
年停年により退官され，京都大学名誉教授の称号を
受けられた。本学退官後は，昭和51年から同56年ま
で日本モンキーセンター所長，同55年から同61年ま
で京都府立大学学長を務められた。
先生は，国内外の森林を踏査し，学術調査を推
進してこられ，IBP（International Biological Pro-
gram）では，国内の多くの大学と共同でわが国の森
林の生産力に関する基礎的データを集積し，さらに
北米西海岸の巨木林の調査も実施された。一方，身
近な里山の重要性を説くとともに，熱帯雨林，そし
て知床，白神山地，屋久島をはじめとする各地の自
然や，オオタカなどの希少な野鳥の保護に向けて積
極的に発言を続けてこられた。先生の研究活動は，
雪氷，森林，霊長類ときわめて幅が広いものであった。
先生の主な著書に『アカマツ林の造成』『森林の価
値』『日本の森林』『森の生態学』『森林保護学』『熱帯雨
林を考える』『言い残したい森の話』等がある。
また，この間，日本学術会議会員，日本雪氷学
会会長をはじめ，日本生態学会，日本林学会などに
おいても要職を務められ，昭和30年日本雪氷学会賞，
同51年日本農学賞および読売農学賞，同61年勲二等
瑞宝章，平成元年ヒューマン大賞，同３年京都府文
化賞特別功労賞，同10年南方熊楠賞を受けられた。
（大学院農学研究科）
v v
長く「隔地施設紹介」としてシリーズ記事を巻末に掲載し，ご愛読いただいていましたが，平成21年12月
号をもってひととおり施設を紹介し，終了いたしました。新シリーズとして，平成22年２月号から「グロー
バルCOEプログラム紹介」を掲載いたします。
総務部広報課
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ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
